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今
こ
そ
も
う
一
度

　
防
災
に
関
心
を

01 防災の

豆知識

防
災
っ
て
何
？

　

辞
書
に
よ
る
と
「
防
災
」
と
は
「
災

害
を
防
ぐ
こ
と
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
34
年
の
伊

勢
湾
台
風
を
契
機
と
し
て
昭
和
36
年
に

制
定
さ
れ
た
、
我
が
国
の
災
害
対
策
関

係
法
律
の
一
般
法
）
で
は
「
災
害
を
未

然
に
防
止
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
及
び

災
害
の
復
旧
を
図
る
こ
と
を
い
う
。」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
を
防
ぎ
き
る
こ
と
は
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

災
害
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
「
防
災
」
を
知
り
、
考
え
、

対
応
す
る
。
自
分
に
で
き
る
、
地
域
で

で
き
る
、
み
ん
な
で
で
き
る
防
災
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
の
日
・
防
災
週
間

　

９
月
１
日
は
、「
防
災
の
日
」
で
す
。

こ
れ
は
昭
和
35
年
に
閣
議
に
よ
り
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
57
年
５
月

11
日
の
閣
議
に
お
い
て
「
防
災
週
間
」

の
設
置
が
了
承
さ
れ
、
昭
和
58
年
５
月

24
日
の
中
央
防
災
会
議
決
定
に
よ
り
、

毎
年
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

が
「
防
災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
１
日
は
91
年
前
（
大
正
12
年
）

に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
る

と
と
も
に
、
暦
の
上
で
は
立
春
か
ら
数

え
て
「
二
百
十
日
」
と
呼
び
ま
す
。
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
が
稲
の
開
花

期
に
あ
た
り
（
最
近
は
稲
が
改
良
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
開
花
期
が
早
い
も
の
も

あ
る
）、
台
風
が
来
た
り
、
強
風
が
吹

き
荒
れ
る
と
稲
作
に
大
き
な
損
害
を
被

る
こ
と
を
警
戒
す
る
目
印
に
し
た
日
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
34
年
９
月
26
日
の
「
伊

勢
湾
台
風
」
に
よ
っ
て
、
戦
後
最
大
の

被
害
を
被
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
に
対
す
る
心

構
え
な
ど
を
育
成
す
る
た
め
、
防
災
の

日
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
な
ど
で
も
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
集
２
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02 伊勢湾台風と消防団
昭和34年9月26日夕刻、幸田町に甚大な被害をもたらした台風15号（伊勢湾台風）が

上陸しました。死者3名、重傷者5名、住家の全壊97戸、半壊507戸、被住家の倒壊百数十

戸を数え、全町の家屋の被害は甚大で、又農産物の被害も甚大でありました。

　幸田町消防団は幸田町内の被害者の救出、臨時停車した「特急はと」の乗客の避難誘導、炊き出

しを行った他、自己の被害を顧みず、犠牲的精神を遺憾なく発揮し、その任務以上の作業を決死的努

力により遂行しました。

　また、被害の大きかった名古屋市11号地（現在の港区）の応援出動を敢行しました。この功績や消防魂

を後世に刻もうと、毎年9月26日に消防団観閲式を行っていました。現在は9月26日前後の日曜日に観閲式

を行っています。

右：�昭和34年当時の幸田町消防団
　　（第３分団）
左：�昨年開催された幸田町消防団

観閲式の様子

　昭和34年９月に日本列島を直撃し、各地に甚大な被害をもたらした伊勢湾台風から55年が経

ちました。この台風はこの写真のように幸田町にも甚大な被害をもたらしました。また、近年で

はゲリラ豪雨やスーパー伊勢湾台風の到来も危惧されています。今回の特集では、風水害に限ら

ず、地震などの自然災害から自分の命を守る方法について紹介します。

　今一度、自分に起こりうることとして防災について考え、自分でできる備えを実践しましょう。

＊写真は伊勢湾台風による幸田町内（菱池）における被害の様子
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03 南海トラフ巨大地震の

被害予測が発表されました

自
助
・
共
助
・
公
助

　

大
災
害
に
な
る
と
、
国
、
県
、
市
の

対
応
「
公
助
」
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

早
期
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
と
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自

助
」
と
と
も
に
、
近
隣
の
人
が
集
ま
っ

て
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防

災
活
動
に
取
り
組
む
「
共
助
」
が
必
要

で
す
。
こ
の
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
防
災
力
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
初
め
て
減
災
が
実
現
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
特
に
、
地
域
住
民
で
助
け
合

う
体
制
や
活
動
「
共
助
」
は
、
自
主
防

災
組
織
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
会
の
活
動

　

自
主
防
災
会
は
、
幸
田
町
行
政
区
23

区
ご
と
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
的

は
、近
所
の
人
た
ち
と
協
力
し
合
い「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」
と
い
う
地
域
の
防
災
活
動
を
効
果

的
に
行
う
た
め
の
自
発
的
な
防
災
組
織

で
す
。
平
常
時
の
活
動
と
し
て
は
、
防

災
知
識
の
普
及
、
地
域
内
の
防
災
環
境

の
確
認
、
防
災
資
機
材
の
整
備
点
検
、

消
火
訓
練
や
避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
訓

練
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発

災
後
の
活
動
と
し
て
は
、
出
火
防
止
、

初
期
消
火
、
情
報
収
集
、
救
出
救
護
活

動
、
避
難
誘
導
、
給
食
給
水
な
ど
を
中

心
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。
大
災
害
時
に

「
公
助
」
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
、

自
主
防
災
会
な
ど
の
「
共
助
」
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
災
害
に
対
抗

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

04

私たちに今、

何ができるのか

　5月30日に愛知県から東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査の結果が発

表されました。揺れについては愛知県の広い地域で震度６弱から６強の想定となって

おり、幸田町内においても広い範囲で震度６弱が想定されています。

▲愛知県全域の震度分布図
　（過去地震最大モデルによる想定）

▲幸田町の震度分布図
　（過去地震最大モデルによる想定）
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備
蓄
品
の
確
認
を
！

　

台
風
が
到
来
す
る
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
幸
田
町
は
、
平
成
12
年
に
東

海
豪
雨
、
平
成
20
年
に
は
８
月
末
豪
雨

を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。
河
川
堤
防
が

崩
壊
す
る
と
地
域
に
よ
り
浸
水
し
続
け

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
浸
水
し
た
状
態

に
な
る
と
、
自
動
車
な
ど
の
陸
上
運
搬

が
で
き
な
く
な
り
、
救
援
物
資
が
す
ぐ

に
届
か
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

大
地
震
で
広
域
に
わ
た
り
被
災
に
み
ま

わ
れ
た
際
、
優
先
的
に
幸
田
町
に
救
援

物
資
が
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
大
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

救
援
物
資
が
届
く
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
救
助
が
来
る
ま
で
の
間
、
家

族
全
員
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
大
災
害

に
備
え
て
７
日
分
の
家
庭
用
備
蓄
の
用

意
が
必
要
で
す
。
た
だ
、「
非
常
食
」

を
ま
と
め
買
い
し
て
も
消
費
期
限
が
来

る
た
め
、
大
量
購
入
と
大
量
廃
棄
を
繰

り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら

家
庭
内
で
使
用
す
る
レ
ト
ル
ト
食
品
な

ど
を
備
蓄
し
、
定
期
的
に
使
用
し
、
入

れ
替
え
て
い
く
こ
と
で
、
無
駄
な
く
家

庭
用
備
蓄
が
で
き
る
と
と
も
に
、
家
族

で
防
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
す
。

無料耐震診断のススメ
①無料耐震診断を受けましょう！
　�木造住宅の耐震化を図るために、無料で耐震診
断を実施しています。
＊�旧耐震基準（昭和56年５月31日以前）で建て
られた建物であり、２階建て以下かつ就寝する
部屋があるものが対象。混合造（鉄骨、鉄筋
コンクリートが混在しているもの）、ツーバイ
フォー、木質パネルおよび空き家や違反建築物
は対象外。
②�補助金を利用し、耐震改修工事をしましょう！
　�木造住宅の耐震改修工事費に最大で120万円の
補助を実施しています。
＊�町の無料耐震診断を行い、耐震補強上有効な耐
震改修工事により判定値を1.0以上にするため
の改修が対象。
平成25年に耐震改修促進法が改正され、旧耐震
基準の建物所有者は耐震診断および必要があれば
耐震改修を行うよう努めることとされました

問合せ　都市計画課建築Ｇ（内線222）

家
具
の
転
倒
防
止
を
！

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
物
の

倒
壊
に
よ
り
約
８
割
の
人
が
窒
息
、
圧

死
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
建
物
自
体
は

大
丈
夫
で
も
、
多
く
の
家
で
家
具
が
転

倒
、
落
下
し
、
家
具
の
下
敷
き
な
っ
て

亡
く
な
る
被
害
が
多
数
で
ま
し
た
。

　

家
具
の
転
倒
、
落
下
に
よ
り
ケ
ガ
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
倒
れ
た
家
具
に

よ
り
、
部
屋
の
出
入
り
口
や
廊
下
が
ふ

さ
が
れ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
具
の
固
定
を
し

た
り
、
配
置
を
考
え
て
地
震
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

地震が発生すると、家具は凶器に !!

こうたタウンメールにご登録を！
　「こうたタウンメール」は、防災・犯罪・交通安全情

報のほか、防災行政無線で放送される内容をメールにて配

信します。また、気象・地震情報は、自動配信により、タイ

ムリーな情報配信が可能になりました。

　多くの皆さんにご登録いただき、町からの広報の確認や家庭で

の安全対策などにお役立てください。最新の情報を確実に入手でき

よるうにしておきましょう。

＊コードを読み取って、そのままメールを送信
＊読み取れないかたは、
　「bosai-kota@town.kota.lg.jp」

問合せ　防災安全課安全対策Ｇ（内線 372）
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名古屋大学減災連携研究センター

福 伸夫和
センター長に聞く！

　幸田町は、平成23年10月から、名古屋大学減災連携

研究センターに町職員を派遣しています。現在は２人目

の職員が１年半にわたり、同センターで防災・減災につ

いて学んできました。

　そこで今回、同センターのセンター長である福
ふく

和
わ

伸
のぶ

夫
お

先生にお話を伺いました。

減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

名
前
の
と
お
り
、「
災
害
を
減
ら
す
」

と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
の

総
力
が
結
集
す
る
場
で
す
。
理
学
・
工
学
・

社
会
科
学
な
ど
研
究
分
野
間
の
連
携
、
地

域
を
越
え
た
連
携
、
産
官
学
民
の
連
携
を

実
施
し
、
日
々
減
災
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
「
行
動
力
」
を
生

み
出
す
た
め
の
人
材
育
成
、
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
の
講
演
会
や
教
育
教
材
の
開

発
な
ど
に
よ
る
意
識
啓
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
12
日
に
減
災
連
携
研
究

セ
ン
タ
ー
が
入
居
す
る
新
し
い
建
物
「
減

災
館
」
が
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス

敷
地
内
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
建
物
は
、

研
究
・
教
育
の
推
進
、
地
域
社
会
の
減
災

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。
一
般
の
人
に
向
け
て
は
、
減
災
館
に

来
れ
ば
誰
も
が
い
つ
で
も
専
門
家
に
相
談

で
き
る
よ
う
、
毎
日
、
１
階
の
ホ
ー
ル
な

ど
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
て
い

ま
す
。減
災
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
行
動
力
や
決
断

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
え
る
場
所
で
す
。

幸
田
町
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

幸
田
町
は
、
い
ち
早
く
災
害
対
策
の
重

要
性
に
気
付
き
、
他
の
市
町
に
先
駆
け
て

受
託
研
究
員
を
名
古
屋
大
学
に
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
き
っ
と
昔
の
三
河
地
震
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
繰
り
返
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
た
だ
い
た
２
人

の
受
託
研
究
員
は
、
研
究
者
に
行
政
側
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
他
の
行
政
組
織
と
の
間
を
取
り

持
っ
て
く
れ
る
仲
人
役
と
な
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。こ
の
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

他
の
地
域
に
は
な
か
な
か
真
似
の
で
き
な

い
西
三
河
９
市
１
町
の
防
災
減
災
連
携
研

究
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
愛

知
県
の
中
核
都
市
を
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
意
識
啓
発
に
成
功
し
、
西
三
河
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
も
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

�

今
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

　

ど
の
町
に
も
明
ら
か
に
安
全
な
場
所
と

危
険
な
場
所
が
あ
る
た
め
、
住
む
と
こ

ろ
は
で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
特

に
、
地
盤
の
緩
い

場
所
（
沼
地
や
谷

間
）
は
要
注
意
で

す
。
要
す
る
に
、

「
敵
（
災
害
）
に

強
い
と
こ
ろ
」
に

住
む
の
が
ベ
ス
ト

で
す
。

　　　　　　　　　　福和　伸夫（ふくわ　のぶお）
【現職】名古屋大学減災連携研究センター長・教授
【受賞歴等】日本建築学会賞（2003 年）、文部科学大臣表彰科学技
術賞（2007 年）、グッドデザイン賞新領域デザイン部門（2007 年）、
日本建築学会教育賞（2008 年）

【専門分野】建築耐震工学、地震工学、地域防災

Profile

▲�福和先生（右）と受託研究員の
小川真護主任主査（左）
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も
し
、
今
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
が

危
険
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合

は
、
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
通
常
よ

り
も
耐
震
性
を
高
め
る
、
家
の
中
の
家
具

が
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で

「
敵
に
負
け
な
い
自
ら
の
力
」
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
生
活
を
い
ち
早
く
回

復
で
き
る
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
が
あ
れ
ば
電
気
に

困
り
ま
せ
ん
し
、
井
戸
水
が
あ
れ
ば
生
活

水
に
は
困
ら
な
い
、い
わ
ゆ
る
自
助
努
力
・

事
前
の
備
蓄
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
家

①危険を避ける！
②抵抗力をつける！
③回復力をつける！

族
の
安
否
の
確
認
の
方
法
、
避
難
場
所
な

ど
を
細
か
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
、

回
復
力
を
高
め
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な

要
素
で
す
。

　

こ
の
３
つ
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
け
ば

怖
く
な
い
。い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、

役
所
な
ど
は
お
そ
ら
く
機
能
し
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
に
頼
る
の
で
は
な
く
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
考
え
が

基
本
で
す
。
自
分
を
守
っ
て
こ
そ
、
初
め

て
や
っ
と
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

名古屋の防災の拠点！ 名古屋大学 減災館

　名古屋大学減災連携研

究センターの拠点であ

るこの減災館は、非常に

グレードの高い免震性を

持ち、機能面においても

ディーゼル発電機、水の

備蓄、自治体との衛生通信網であるパラボラアンテナ

なども備え、自力で１週間稼働できる設備がそろって

います。また大規模災害発生時には、地域の人や情報

発信のためにメディアの人に使ってもらえるようなス

ペースもあります。まさに、減災研究の拠点であり、

備えの拠点であり、災害対応の拠点となるのがこの減

災連携研究センターです。

　建物内部には、長周期の揺れを体感できる振動台や

詳細な地形模型に各種ハザードを投影した3Dビジュ

アルシステム、発生が想定される巨大地震の被害想定

解説パネルなど、一般の方々に向けた防災・減災学習

設備が多数設置されています。

＊�名古屋大学減災連携研究センター減災館について

は、こちらのホームページを参照して下さい。

　http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/

05 防災訓練に参加しよう！
　小学校区や区での防災訓練が自主防災会が中心

となって開催されます。昨年は総合防災訓練と同

時に開催しましたが、今年は別の日に開催されま

す。開催日などは回覧板等でご確認ください。訓

練を行うことで、共助で大切な技術を身に付け災

害時に迅速に行動できるようになります。また、

参加した多くの方が顔を合わせることにより、災

害時に助け合い協力する意識が生まれやすくなり

ます。多くの住民の方が参加いただけるようにお

願いします。

問合せ　防災安全課安全対策Ｇ（内線 372）

▲昨年の深溝学区防災訓練の様子




